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1.結合カオス系の相転移
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広島大 ･理 八 幡 英 雄
べナ-ル対流は,レイ リー 数R,容器のアスペクト比,流体のプラントル数Oなどに応じて,
種々の空間的パ ターンと時間発展挙動を示す｡最近水を用いて,アスペクト比が中程度 (直方
体容器でG =4,11y=10,垂直方向をZ軸とする)の体系の実験が,複数のグループによっ
て行われた1.),2)その結果のうちいくつかをのべると,(1)対流の空間パターンははじめ短軸に平
行な軸をもつ10個のロールであるが,Rを上げていくと,6個のロール構造に遷移する｡(2)6
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